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EDS・EBSD複合解析によるはんだ材料の組織評価

SEM中で発生する回折パターンを解析することで、材料の結晶方位や結晶粒径、結
晶粒界の状態を可視化する手法です。結晶組織の解析に加え、塑性変形に伴う局
所ひずみ評価や再結晶の評価にも活用できます。

EBSD(Electron Backscatter Diffraction: 電子線後方散乱回折)

EDSによる元素分布とEBSDによる結晶相・結晶方位情報を同一視野で取得した事
例です。両データを組み合わせることで、Sn母相中に分布するAg₃Sn相やCu-Sn系金
属間化合物を識別し、各相の分布、形態および結晶組織を対応付けて評価できます。

2μm =   2 µm; Map10; Step=0.02 µm; Grid563x4412μm
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